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　本研究の目的は，「メディアポートフォリオ」（鈴木，
2008）を子供・保護者・教師の3者間で共有することを
通して，保護者の体育に対する価値判断規準がどのよ
うに変容するかを明らかにすることである。「メディア
ポートフォリオ」を2年間にわたって共有した保護者の
中から，子供との相互作用に変化があった3人を無作為
で選定した。それらを対象に，ライフストーリー・イン
タビュー調査を実施し，複線径路・等至性モデルを用い
て分析を行った。
　その結果，保護者目線から幼少期の我が子からつくら
れたイメージや周りの子供と技能を比較していた価値判
断規準から，子供自身の体育の学びの表情から，子供の
視点で学びを解釈する絶対評価に体育の価値判断規準が
変容したことが明らかになった。具体的には，「メディ
アポートフォリオ」共有当初は，保護者は我が子の運動
の出来や基本的な体の動かし方に対して，保護者の視
点で体育の学びを相対的に価値判断していた。しかし，
「メディアポートフォリオ」を長期的に共有することで，

我が子の「いまーここ」の体育の学んでいる子供の表情
に注目するようになった。さらに，保護者は運動への参
加の仕方や技能発揮の仕方，思考を働かせている場面
を，子供の視点から価値判断する規準へと変容するプロ
セスが明らかになった。また，「メディアポートフォリ
オ」を子供・保護者・教師間で長期間共有することで，
保護者は子供のありのままの姿を認めながら，子供に寄
り添って支援的なかかわり方へと変容することが示唆さ
れた。
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